
 

1 はじめに（背景・目的・目標） 

日本では、2015 年 10 月に文部科学省の外局とし

てスポーツ庁が設置（5 課：政策課、スポーツ健康推

進課、競技力向上課、スポーツ国際課、オリンピッ

ク・パラリンピック課）され、2020 年の東京オリン

ピック、パラリンピック開催を目前にスポーツ行政

を統括的に推進する司令塔としての役割が期待され

ている。また、石川県、金沢市のスポーツ行政に関

しても、石川県県民文化スポーツ部及び金沢市文化

スポーツ局が再組織化され、県民・市民へのスポー

ツ振興策が推進されている。特に金沢市においては、

金沢マラソン推進課、金沢マラソン組織委員会が設

置され、金沢市のスポーツ政策の大きな柱として市

民参加型の「金沢マラソン」が 2015 年度から実施さ

れ、今回で第 4 回を迎えた。 

本学も第 1 回から継続的に学生、教員が複数関わ

っており、特にスポーツ学科では、2 年次正課「フィ

ールド基礎演習」において、金沢マラソンの運営サ

ポートボランティアに全員がメンバーとして参画し

ている。金沢マラソン開催に際し、本学は「金沢マ

ラソンボランティア団体」として登録しており、加

えて金沢市との連携協定締結（2018 年 3 月 28 日）

により、金沢市のスポーツ振興推進に向けて連携・

協働を推進している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本稿では、今回で第 4 回目を迎えた「金沢マラソ

ン 2018」での城北市民運動公園「応援ステージ」に

おける活動について記述する。 

 

2 活動内容 

（1）日時：2018 年 10 月 28 日（日） 

（2）場所：城北市民運動公園内「応援ステージ」 

（スタートより 31.4 ㎞地点） 

（4）参加学生：金沢星稜大学人間科学部スポーツ学

科 フィールド基礎演習プロジェクト学生（20

名）、池田ゼミナール 3・4 年次学生（17 名）、

野外スポーツ部学生（58 名）、金沢市「次世代

リーダー養成塾（第 6期生）」メンバー（10名） 

（3）活動内容：応援ステージの運営及び沿道応援 

 
金沢マラソン 2018 の城北市⺠運動公園「応援

ステージ」出演団体は以下のとおりであった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
応援ステージの運営及び沿道応援に関して、学

生間での役割分担により実施した。フィールド礎
演習プロジェクト学生及び池田ゼミナール 3・4 年次

「金沢マラソン 2018 ボランティア」 

～「金沢市城北市民公園応援ステージ」での活動事例～ 

団体名：金沢星稜大学「城北市民公園応援ステージ」ボランティア 代表者名：池田幸應 

表 1 応援ステージの「出演団体スケジュール」

写真 1 「金沢マラソンボランティア団体」登録式での学生代表と市長 
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学生については、今回の応援ステージ出演団体数 7

団体のうち、本学の 1 団体を除き、各チームとして

担当割りし、応援ステージ団体サポートメンバーと

した。また、野外スポーツ部学生については、会場

周辺及び駐車場での沿道応援者への誘導、沿道応援

者と応援ステージ出演団体の受付、応援ステージテ

ント等の移動等を担当割りし、会場での応援環境サ

ポートメンバーとした。なお、金沢市「次世代リー

ダー養成塾」メンバーは、沿道応援者と応援ステー

ジ出演団体の受付サポートを行った。 

金沢マラソンの応援ステージ会場は、2 ヵ所設定

されており（西部緑地運動公園及び城北市民運動公

園）、それぞれ金沢学院大学及び金沢星稜大学学生が

その運営を担っている。なお、金沢市担当責任者と

共に、筆者が会場の現場責任者として、学生への指

導・助言を行っている。 

 

 

 

 

 

 

 

今回の応援ステージでの各出演団体は、1 回 15 分

間×2 ステージが設定されており、その間の各団体

へのサポート（出迎え、用具・装備の運搬移動、出

演時間の説明・周知等）は、色別ゼッケンを装着し

たフィールド礎演習プロジェクト学生及び池田ゼ

ミナール 3・4 年次学生が対応している。 

 

 

 

 

 

 

野外スポーツ部学生の多くは、本エリアでのラン

ナー到着以前の時間帯での応援ステージ環境準備を

行ったため、その後は沿道での力強い学生応援チー

ムとして、積極的にランナーへの応援活動を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3 成果、結果の考察 

今回で 4 回目の応援ステージ運営サポート活動と

いうこともあり、本学学生の役割分担化とその担当

グループごとの事前打合せ等により、全体的にスム

ーズに応援ステージ出演団体へのサポートができ、

各出演団体のメンバーからも“安心してスムーズに

応援できました。学生の皆さんのおかげです。”との

言葉も交わすことができ、信頼関係の深化にも繋が

っている。特に池田ゼミナール 3・4 年次学生の中に

は、昨年度の応援ステージ出演団体への対応経験者

もおり、加えて出演団体の多くが昨年度からの継続

団体ということもあり、スムーズに運営サポートす

ることができた。 

 

4 今後の課題、展望 

金沢マラソンについては、効果検証が行われてお

り、本学スポーツ学科教員 2 名（筆者、西村貴之准

教授）もメンバーとして参加している金沢マラソン

大学間連携プロジェクト会議においても、ボランテ

ィア側から改善点などが指摘されており、学生の学

びやその専門性の深化は勿論、市民も含め、単なる

マラソン応援に留まらず、マラソン応援活動を通し

てスポーツによる次世代人材育成や地域活性化の具

体的流れへと繋がって行くことが期待される。なお、

2019 年度より、金沢マラソンも含め、スポーツボラ

ンティアリーダー育成関連事業が計画されている。 

写真 2（左） 応援ステージの当日準備を行う学生たち 

写真 3（右）会場での直前説明を行う筆者と学生スタッフたち

写真 4 応援ステージでの出演団体の様子 

写真 5 沿道での野外スポーツ部学生によるランナーへの応援
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